
 

ＪＲ連合ＮＥＷＳ 

～２０２５春闘～ 
Ｎｏ．１４ 

ＯＮＥ ＴＥＡＭで もっと賃上げ・生活改善 
－労働条件改善を加速させ、人財の確保・定着につなげよう－ 

２０２５年 ３月１３日 日本鉄道労働組合連合会 
 

「２０２５春闘・第 27回参議院議員選挙勝利、政策・組織課題の解決にむけて」   

ＪＲ連合北海道地協は３月１日、札幌市内で「３．１全道総決起集会」

を開催し、２０２５春闘・第 27回参議院議員選挙の勝利と、政策・組織

課題の解決をめざして気勢を上げた。 

人見圭一議長（ＪＲ連合副会長・ＪＲ北労組中央執

行委員長）は、安全を脅かす事象の多発に警鐘を鳴ら

し、改めて安全最優先の取り組みを要請するととも

に、２０２５春闘と夏の参議院議員選挙での必勝を期

すため、ＯＮＥ ＴＥＡＭでの活動展開を要請した。 

来賓には、連合北海道の須間等会長、21世紀の鉄道を考える議員フォ

ーラムに所属する森屋隆参議院議員、北海道交運労協の加藤裕幸事務局

長らが出席し、それぞれから連帯のあいさつを受けた。ＪＲ連合を代表

して出席した相良夏樹組織局長、住吉一家労働政策局長は、２０２５春

闘方針や組織・政策の取り組みなど、当面の活動方針を提起し共有した。 

齋藤洋治郎事務局長（ＪＲ北労組書記長）による基調報告の後、加盟

単組を代表して貨物鉄産労の浦島副委員長、ＪＲ北労組の田口中央執行

委員、ＪＲ北労組自動車支部の北嶋副委員長から今後の運動に対する決

意が表明された。 

最後に、「ＪＲ連合への総結

集と課題解決・前進に向けて運

動に邁進する」とした集会宣言

を採択し、人見議長の団結ガン

バロウで閉会した。 
  

人見圭一議長 


